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少
動
植
物
が
多
く
生
存
し
て
い
る
奄
美
大
島
、
徳
之
島
に
お
い
て
は
令

和
三
年
七
月
に
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西い

り

表お
も
て

島じ
ま

」

と
し
て
世
界
自
然
遺
産
登
録
と
な
り
国
内
外
か
ら
自
然
環
境
や
生
物
多

様
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
歴
史
・
文
化
」
に
お
い
て
は
、
一
四
〇
〇
年
代
よ
り
琉
球
王
朝
（
現

沖
縄
県
）
に
統
治
さ
れ
、一
六
〇
〇
年
代
に
は
薩
摩
藩
の
統
治
下
に
入
る

な
ど
、
薩
摩
・
琉
球
相
互
の
文
化
に
影
響
を
受
け
た
独
自
の
文
化
が
築

か
れ
て
い
っ
た
。

戦
後
は
、
昭
和
二
一
年
二
月
よ
り
北
緯
三
〇
度
以
南
の
島
々
が
米
軍

統
治
下
に
置
か
れ
、
奄
美
群
島
も
米
軍
統
治
下
と
な
っ
た
。
本
土
と
の

行
き
来
が
制
限
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
群
島
内
の
み
な
ら
ず
本
土

在
住
出
身
者
も
一
丸
と
な
っ
た
日
本
復
帰
運
動
が
展
開
さ
れ
、
八
年
後

の
同
二
八
年
一
二
月
二
五
日
に
念
願
の
日
本
復
帰
を
果
た
し
た
。

国
内
外
に
認
め
ら
れ
た
自
然
と

文
化
を
有
す
る
奄
美
群
島

奄
美
群
島
は
、
九
州
と
沖
縄
県
の
中
間
に
あ
り
、
鹿
児
島
市
か
ら
約

三
八
〇
～
五
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
に
浮
か
ぶ
一
二
市
町
村
か
ら

な
る
「
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
子
宝
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
魅
力
を
持

っ
た
島
々
で
あ
る
。

「
自
然
」
に
お
い
て
は
、
奄
美
大
島
や
徳
之
島
に
は
山
地
が
あ
り
、
深

い
森
を
形
成
し
生
物
多
様
性
に
恵
ま
れ
た
島
。
喜
界
島
は
隆
起
珊
瑚
礁

か
ら
な
り
、
沖
永
良
部
で
は
鍾
乳
洞
、
与
論
島
で
は
干
潮
時
の
み
姿
を

現
す「
百
合
が
浜
」に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
海
岸
線
を
有
し
て
お
り
、平

成
二
九
年
三
月
に
は
奄
美
群
島
国
立
公
園
指
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
固
有
種
や
そ
の
他
貴
重
な
希

大
島
郡
町
村
会
会
長
／
鹿
児
島
県
徳
之
島
町
長
　
高た

か

岡お
か 

秀ひ
で

規き

新
時
代
を
見
据
え
た

新
し
い
奄
振
法

改
正
法
への
期
待

昭和 34 年鹿児島県徳之島町
生まれ。玉川大学農学部卒。
徳之島町議会議員を経て、平
成 19 年徳之島町長就任（現在
５期目）。令和2年2月より大島
郡町村会長を務める（現在3 期
目）。鹿児島県町村会長、全国
町村会副会長、国土交通省奄
美群島振興開発審議会委員。
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ま
た
、
急
激
な
円
安
を
は
じ
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ロ

シ
ア
侵
攻
な
ど
に
起
因
す
る
原
油
高
、
物
価
高
な
ど
は
、
遠
隔
離
島
で

あ
る
群
島
住
民
に
と
っ
て
重
い
経
済
的
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
人
口
減
少
は
著
し
く
、
昭
和
三
〇
年
に
約
二
〇
・
五
万
人
い
た

人
口
は
、
令
和
二
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
は
約
一
〇
・
四
万
人
と
半

減
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
現
在
、
社
会
情
勢
が
不
安
定
な
中
、
奄
美

群
島
は
国
境
離
島
と
し
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
群
島
の
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
人
口
の
自
然
増
だ
け
で
な
く
社
会
増
と
し
て
の
移
住
・
定
住
の

促
進
を
引
き
続
き
力
強
く
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

奄
美
群
島
を
取
り
巻
く
現
状
を
含
め
、
令
和
五
年
二
月
に
は
一
二
市

町
村
が
主
体
と
な
り
、
奄
美
群
島
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
の
展
開
を
図

る
べ
く
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
」（
以
下
、ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
３
）
を
策
定
し
、新
時
代
を
見
据
え
た
一
〇
年
後
の
群
島
の
未
来

を
描
い
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
は
、
奄
美
群
島
の
将
来
像
を
実
現
す
べ
く

「
つ
な
ぐ
宝
（
資
源・価
値
）」「
稼
ぐ
力
（
経
済
成
長
）」「
支
え
る
基
盤
（
基

盤
）」
の
三
つ
の
柱
を
と
も
に
磨
き
あ
げ
、継
続
し
て
い
く
こ
と
で
群
島

に
お
け
る
一
体
と
な
っ
た
広
域
的
な
取
り
組
み
と
、
展
開
圏
域
の
拡
大

に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
け
る
よ
う
策
定
し
て
い

る
。今

回
の
新
し
い
「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」（
以
下
、
奄
振

奄
美
群
島
の
先
人
た
ち
は
琉
球
王
国
、
薩
摩
藩
、
米
国
と
次
々
と
統

治
さ
れ
る
と
い
う
大
変
困
難
な
状
況
の
中
、
各
島
、
集
落
ご
と
に
強
い

結
束
力
と
お
互
い
を
助
け
合
う
「
結ゆ

い
の
精
神
」
を
育
み
、
困
難
な
状

況
を
耐
え
忍
ん
で
き
た
。
各
集
落
に
伝
統
行
事
な
ど
が
今
も
盛
ん
に
行

な
わ
れ
て
お
り
、
結
い
の
精
神
が
し
っ
か
り
現
在
の
群
島
住
民
へ
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

「
子
宝
」
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
発
表
の
平
成
三
〇
年
～
令
和
四

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
市
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
徳
之
島
町

と
天
城
町
が
一
位
、
二
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
上
位
五
〇

位
内
に
奄
美
群
島
内
一
二
市
町
村
中
六
町
村
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

子
宝
の
要
因
と
し
て
主
に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
住
民
に
根
付

い
て
い
る
「
子
は
宝
」
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
育
て
る
共
助
の
仕
組
み
や
親
子
で
過
ご
す
時
間
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
の
豊
か
さ
は
、
首
都
圏
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
島
の
出
生
率
の
高
さ
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

奄
美
群
島
を
取
り
巻
く
現
状
と
奄
振
法
の
改
正

上
述
の
通
り
魅
力
あ
る
奄
美
群
島
で
は
あ
る
が
、
本
土
か
ら
遠
隔
の

外
海
離
島
や
台
風
常
襲
地
帯
と
い
っ
た
地
理
的
条
件
不
利
性
を
有
す
る

ほ
か
、
本
土
と
の
所
得
格
差
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
問
題
が
存
在
し
て

い
る
。
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法
）
は
、
奄
美
群
島
の
厳
し
い
現
状
に
対
応
し
、
か
つ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

３
３
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種
施
策
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
な
法
改
正

が
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
域
社
会
を
維
持
で
き
る
住
民
を
確
保
し
、
国
境
離
島
の

役
割
を
継
続
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
奄
振
法
の
目
的
規
定
に
「
移
住
の

促
進
」
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
移
住
者
を
受
け
入
れ

る
際
の
課
題
で
あ
る
住
居
の
確
保
に
つ
い
て
、
空
き
家
の
活
用
の
施
策

や
仕
事
の
確
保
な
ど
、
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
に

つ
い
て
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
（
以
下
、奄
振
交
付
金
）
等
を
活
用
す
る
な

ど
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
基
本
理
念
に
「
沖
縄
と
の
連
携
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
奄
美

群
島
は
鹿
児
島
県
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
琉
球
王
国
に
統
治
さ
れ

た
歴
史
が
あ
り
、
地
理
的
に
も
近
く
、
社
会
的
・
文
化
的
に
も
沖
縄
県

と
の
関
わ
り
は
深
い
。

「
沖
縄
と
の
連
携
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
住
民
の
沖
縄
県
へ
の

航
空
運
賃
や
農
林
水
産
物
の
輸
送
コ
ス
ト
に
対
す
る
支
援
な
ど
の
施
策

が
可
能
と
な
り
、人
流・物
流
の
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
人
流・

物
流
の
活
性
化
と
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
な
ど
を
契
機
に
、

行
政
や
民
間
な
ど
が
新
た
な
産
業
の
創
出
や
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た

産
業
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
よ
う
、
地

元
自
治
体
と
し
て
各
種
施
策
を
講
じ
、
鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
と
の
懸
け

橋
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
で
奄
美
群
島
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く

大
き
な
後
押
し
と
し
た
い
。

加
え
て
、
今
回
、
私
自
身
が
強
く
訴
え
て
き
た
「
教
育
の
充
実
と
文

化
の
継
承
」
に
つ
い
て
、
奄
振
交
付
金
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
法
改
正

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
心
強
い
。
奄
振
法
は
、
昭
和
二
九
年
に
議
員
立

法
と
し
て
成
立
し
て
以
来
、数
次
の
法
改
正
を
重
ね
、道
路
、河
川
、空

港
及
び
港
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
農
業
基
盤
等
の
産
業
基
盤
整
備
な

ど
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
平
成
二
六
年
の
法
改
正
で
は
、
奄
振
交

付
金
が
創
設
さ
れ
、
産
業
振
興
に
資
す
る
人
材
育
成
の
強
化
な
ど
も
加

わ
り
、
奄
美
群
島
の
振
興
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
は
「
教
育
」
に
つ
い
て
配
慮
規
定
は
あ
る
も
の
の
奄
振
交
付
金

の
事
業
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

私
が
町
長
を
務
め
る
徳
之
島
町
で
は
、「
子
は
宝
」
の
精
神
が
強
く
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
急
速
な
変
化

を
遂
げ
る
新
時
代
を
生
き
抜
く
島
の
子
ど
も
た
ち
に
、
本
土
の
子
ど
も

と
変
わ
ら
な
い
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
今
の
大
人
の
責
務
だ

と
強
く
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
奄
美
群
島
は
世
界
に
誇
れ
る
自
然
と

固
有
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
有
す
る
。
島
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
ら
に

つ
い
て
教
育
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
で
「
シ
マ
の
誇
り
」
を
育
ん
で
い

き
た
い
。

将
来
、
こ
の
奄
美
群
島
に
戻
っ
て
く
る
人
材
だ
け
で
な
く
、
本
土
に

移
住
し
て
い
て
も
群
島
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
。
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今
回
、「
教
育
の
充
実
と
文
化
の
継
承
」
が
奄
振
交
付
金
の
対
象
事
業

に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
地
元
に
お
い
て
創
意
工
夫
し
、
未
来
に
花
を
咲

か
せ
る
よ
う
な
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
従
前
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
振
興
の
人
材
育
成
な
ど
の
枠
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
担
い
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
島
の
子
ど
も
た
ち
を
積
極
的
に
奄
美

群
島
の
振
興
開
発
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
意
味
で
、
新
た
な
「
振
興
開
発
」
の
深
化
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
新
し
い
奄
振
法
で
は
配
慮
規
定
に
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
内
容
の
充
実
」
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島

振
興
開
発
基
金
の
業
務
に
事
業
者
へ
の
「
コ
ン
サ
ル
業
務
」
が
加
え
ら

れ
た
。
現
状
に
即
し
た
法
改
正
が
行
な
わ
れ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展
に
向
け
て

奄
振
法
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
奄
美
群
島
内
市
町
村
長
は
時
宜
を

得
て
、
関
係
す
る
皆
様
に
厳
し
い
島
々
の
現
状
と
課
題
を
繰
り
返
し
訴

え
て
き
た
。
私
自
身
も
、
国
土
交
通
省
の
奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会

の
委
員
と
し
て
地
元
の
実
情
を
申
し
述
べ
て
き
た
。

今
回
の
改
正
は
、
わ
れ
わ
れ
地
元
の
意
見
を
す
べ
て
受
け
止
め
て
い

た
だ
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
鹿
児
島
県
選
出

の
国
会
議
員
で
あ
る
森
山 

裕
自
由
民
主
党
奄
美
振
興
特
別
委
員
会
委

員
長
並
び
に
西
銘
恒
三
郎
同
事
務
局
長
、坂
元
哲
志
同
前
事
務
局
長
、保

岡
宏
武
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
民
主
党
の
議
員
の
皆
様
、

窪
田
哲
也
公
明
党
奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
会
委
員
長
並
び
に
金
城
泰
邦
同
事

務
局
長
な
ど
公
明
党
の
議
員
の
皆
様
ほ
か
、
数
多
く
の
関
係
す
る
議
員

の
皆
様
方
が
、
奄
美
群
島
の
実
情
を
深
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
法
改
正

及
び
予
算
確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、国
土
交
通
省
ほ
か
関
係
省
庁
、鹿
児
島
県
に
お
か
れ
て
は
、地

元
市
町
村
と
思
い
を
一
つ
に
、
奄
美
群
島
の
振
興
の
た
め
に
法
改
正
や

予
算
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

奄
美
群
島
の
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
、
物
価
高
騰
、
不
安
定

な
社
会
情
勢
な
ど
外
海
離
島
、
国
境
離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
、
全
国
と
比

較
し
て
よ
り
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

米
自
動
車
会
社
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
の
創
設
者
で
あ
る
ヘ
ン
リ

ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
名
言
の
一
節
に
「
飛
行
機
は
向
か
い
風
に
よ
っ
て
飛

び
立
つ
の
で
あ
っ
て
、追
い
風
に
乗
っ
て
で
は
な
い
」
が
あ
る
。「
逆
境

に
こ
そ
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
厳

し
い
環
境
の
奄
美
群
島
に
あ
っ
て
、
こ
の
改
正
奄
振
法
は
飛
び
立
つ
た

め
の
翼
と
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、
群
島
一
丸
と
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３

３
の
実
現
に
向
け
て
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、
新
時
代
を
見
据
え
な
が
ら

自
立
的
発
展
へ
と
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
法
改
正
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
数
多
く
の
皆
様
へ
の
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

■


